
ネ
ン

六
四
九

来
寺
が
卯
辰
に
居
た
時
の
米
臆
念
西
院
の
あ
っ
た
町

だ
か
ら
の
名
で
あ
る
。

ネ
ン
ジ
ユ
ウ
ギ
ヨ
ウ
ジ
年
中
行
事

指
政
時
代

金
問
附
廷
に
於
け
る
城
中
及
び
民
間
の
年
中
行
事
を

列
慰
す
る
と
略
次
の
如
〈
に
な
る
。
但
し
こ
れ
は
滞

宋
の
も
の
で
あ
る
。

正
月
元
日
。
滞
伎
は
年
寄
・家
老
・
若
年
寄
以
下
の
舜

賀
を
受
け
、
叉
曲
川
の
庖
丁
の
伎
を
見
る
。

正
月
ご
目。

溶
侯
は
昨
日
に
飽
き
臣
抑
制
の
拝
賀
を
受

け
、
夜
は
路
初
が
あ
る
。
民
間
で
は
政
初
と
試
鉱
と

を
行
ふ
。

正
月
三
日
。
務
侯
は
天
徳
院

・
開μ
回
寺
の
砲
胸
に
穏

で
、
文
臣
似
の
奔
判
同
を
受
け
る
。
士
人
相
互
の
年
頭

廻
砲
は
是
の
日
で
終
る
。

正
且
回
目
。
滞
侯
は
引
続
い
て
臣
抑
制
の
芳
賀
を
受

け
、
弓
の
射
初
・餓
胞
の
打
初
・腐
の
来
初
・御
馬
洗
・

荷
役
所
の
用
初
が
あ
る
。
民
附
で
は
米
仲
買
が
初
相

鍔
を
立
て
る
。

E
E六
日
。
務
侯
は
寺
祉
方
の
拝
賀
を
受
け
る
。
夕

刻
城
の
内
外
に
於
け
る
松
飾
を
撤
す
る
。
民
間
で
は

こ
の
夜
年
越
の
俄
が
あ
る
。

正
且
七
日
。
人
目
で
あ
る
か
ら
町
分
以
上
の
士
が
膏

城
税
制
H

す
る
。
民
間
で
は
早
暁
七
草
を
燃
す
。

E
n入
目
。
留
師
の
家
に
制
民
祭
が
あ
る
。
是
の
日

以
後
越
前
国
政
が
城
下
を
廻
る
。

正
且
九
日
。
掛
川
侠
貧
国
寺
の
組
山
附
に
詣
で
る
。

正
且
十
日
。
務
侯
減
外
に
在
る
徳
川
氏
の
仰
般
に
詣

で
る。

正
且
十
一
日
。
武
家
に
口
説
、商
家
に
磁
闘
を
行
ふ
。

正
月
十
二
日
滞
侯
如
来
寺

・
質
問
寺
に
誌
で
、
邸
城

の
際
十
村
・山
廻
・新
田
裁
許
の
奔
認
を
受
け
る
。

正
且
十
三
日
。
滞
侯
域
内
の
東
照
宮
に
詣
で
る
。
城

中
開
岡
市
山
に
於
い
て
は
十
村
・
山
廻
・新
聞
裁
許
に
酒
肴

正
且
十
五
日
。
桜
侯
小
松
城
番

・
辿
腕
寺
院
等
の

奔
到
を
受
け
る
。
夕
刻
股
申
及
び
城
内
の
訟
法
師

・

聞
紐
を
徹
す
る
。
こ
の
日
は
朔
望
の
抽
闘
が
な
い
。
榊

祉
に
は
早
朝
左
義
長
の
儀
が
あ
り
、松
飾
容
を
焚
〈
。

制
明
宮
に
日
符
の
祭
を
行
ふ
。

正
且
十
六
日
。
諾
役
所
の
事
初
荷
倒
的
す
る
o
天
徳

院
に
凶
跨
祭
が
行
は
れ
る
。
是
の
日
か
ら
二
十
日
ま

で
に
都
公
人
の
舷
入
が
許
さ
れ
る
。

E
且
十
七
日
。
改
作
奉
行
は
十
村
等
を
御
釘
問
拐
に

集
め
て
門
出

m在
剛
山
挺
す
る
。

E
H刊
十
八
日
。
民
間
に
十
八
仰
の
般
が
行
は
れ
る
。

正
用
十
九
日
。
城
中
に
鋭
聞
の
ほ
山
が
あ
る
。
所
々
に

七
商
祭
が
行
は
れ
る
。

正
且
二
十
日
。
越
前
市
内
蹴
是
の
日
を
限
り
と
し
て
紋

下
を
去
る
。
民
間
で
は
こ
の
日
を
二
十
日
正
且
と
い

ひ
、
叉
涜
子
祭
、か
行
は
れ
る
。

正
且
』
H

抗
日
。
探
土
宗
寺
院
に
山
相
患
が
あ
る
o

E
E晦
日
。
滞
佼
天
徳
院
に
棺
で
る
。

二
且
朔
目
。
小
松
城
呑
等
の
拝
到
を
受
け
、
文
一
間
分

以
上
の
朔
望
の
砲
や
一
受
け
る
。
民
間
で
は
頂
ね
の
正

且
と
い
ふ
が
、
何
等
の
儀
式
が
な
い
。

一
一
旦
二
日
。
務
か
ら
扶
持
米
を
受
け
る
者
に
、
二
且

か
ら
八
刃
ま
で
の
分
脅
支
給
す
る
。
武
佐
山
山
憐
寺
に

貨
物
の
展
開
祉
を
許
す
。

一
一且
十
日
。
河
北
郡
戸
室
山
の
祭
が
あ
る
。

二
月
十
五
日

o
m分
以
上
の
士
が
奇
減
し
て
朔
望
の

砲
を
行
ふ
。
一

向
宗
以
外
の
寺
院
に
習
製
品
目
が
行
は

れ
る
。

一
一且
廿
二
日
。
迎
徳
太
子
忠
が
行
は
れ
る。

二
且
廿
五
日
。
玉
泉
寺
に
初
江
飢
の
殴
慨
を
併
す
。

を
奥
へ
る
。

正
月
十
四
日
。
民
間
に
こ
の
夜
年
越
の
俗
が
行
は
れ

る。

賀
来
叫
す
に
阿
拍
子
婦
が
界
中
納
せ
ら
れ
る。

ご
月
中
。
初
午
の
日
に
府
荷
祭
が
あ
り
、
援
位

・
袴

h
q

巴
ゴ
'

者
・
縦
務
部
す
の
初
都
も
多
〈
こ
の
日
に
行
は
れ
る
。

叉
上
丁
の
日
に
孔
子
祭
が
あ
り
、
彼
岸
七
日
間
に
彼

岸
合
が
あ
る
。

一一一
月
期
日
。
問
分
以
上
朔
室
宥
城
の
穂
を
行
ひ
、
務

侠
在
城
の
時
は
、
多
〈
こ
の
月
に
参
勤
す
る
か
ら
出

府
の
奴
拶
そ
述
べ
る
。

三
月
三
日
。
ょ
巳
の
佳
節
だ
か
ら
、
町
分
以
上
が
E
R

城
誠
見
す
る
。
民
間
に
は
雛
祭
を
行
」
。

三
H
抗
日
。
界
中
公
人
の
出
代
が
あ
る
。

三
且
十
三
日
。
こ
の
日
か
ら
叶
二
日
ま
で
の
刷
、
寺

町
日
間
山
宗
寺
院
に
千
部
法
品
目
が
あ
る。

三
月
十
五
日

o
m分
以
上
朔
翠
の
奪
回
明
党
行
ふ
。
灰

既
に
入
栃
祭
が
あ
る
。

一一一円用品
川
二
日
。
提
言
宗
寺
院
に
閉
山
忌
が
あ
る
。

三
月
官
五
日
。
一
向
宗
に
恕
如
何
四
十
一行
ふ
。

三
且
中
。
巾
旬
に
花
見
遊
山
が
あ
る
。
下
旬
ま
で
に

切
米
取
の
足
料
に

E
Hか
ら
入
且
ま
で
の
般
を
支
給

せ
ら
れ
る
。
是
の
月
経
後
か
ら
角
兵
衛
獅
子
が
来
る
。

四
H
朔
目
。
町
分
以
上
期
盟
の
脅
城
脅
す
る
。
今
日

か
ら
袷
を
若
し
、
足
袋
を
穿
か
な
い
。
税
脅
院
に
耐

邸
能
が
あ
る
。

四
且
一
一
日
。
引
制
き
似
脅
院
の
訓
堺
能
が
あ
る
。
郊

外
笠
稗
の
猿
丸
宮
に
祭
躍
が
あ
る
。

四
且
入
目
。
一
向
宗
以
外
の
寺
院
に
柿
仙
台
を
行

ふ
。
是
の
日
か
ら
城
下
卯
阪
の
日
諮
宗
寺
院
に
千
部

法
合
が
あ
る
。

四
且
十
五
日
。
石
川
部
大
野
山
間
制
祉
に
制
限
能
が
あ

り
、
そ
れ
を
寺
中
の
能
と
い
う
た
。

四
月
十
六
日
。
城
内
東
照
宮
に
祭
砲
が
あ
る
。

四
且
十
七
日
。
前
日
に
飼
い
て
東
照
宮
の
祭
畿
が
行

は
れ
る
。

四
且
中
。
上
巳
の
日
に
卯
医
師
叫
願
寺
に
排
財
天
祭
が

あ
る
。
こ
の
且
舟
遊
・抽
出
滋
が
行
は
れ
る
。

抗
且
朔
日

o
m分
以
止
が
朔
盟
の
宮
城
を
行
ふ
。

}
丸
且
五
日
。
端
午
の
使
節
だ
か
ら
、
一間分
以
上
が
常

減
し
、
こ
の
日
か
ら
靴
子
世
着
用
す
る
。
民
間
で
も

糊
午
の
抗
出
闘
を
行
ひ
、
川
相
衣
を
岩
る。

五
且
十
五
日
。

顕
分
以
上
が
朔
望
の
稜
城
を
行
ふ
。

訓
明
宮
で
は
日
待
の
祭
顧
が
あ
る
。

況
且
十
九
日
。
所
々
に
七
而
祭
を
行
ふ
。

五
且
中
。
猛
廻
の
城
下
に
来
る
も
の
が
多
い。

六
月
朔
日
。
間
分
以
上
が
加
盟
の
脅
減
今
-
行
ふ
。
民

間
で
は
氷
室
の
祝
儀
が
あ
る
。

六
且
七
日
。
是
の
日
か
ら
十
五
日
ま
で
に
諾
管
祇
凶

祭
を
行
ふ
。

六
月
十
班
目
。
制
分
以
上
朔
裂
の
菅
城
を
行
ふ
。
金

屋
町
長
久
寺
に
妙
見
祭
が
あ
る
。

六
月
4
a入
目
。
郊
外
大
束
寺
か
ら
五
番
場
を
胸
部
す

る。六
且
廿
回
目
。
卯
医
全
性
寺
に
清
正
公
祭
が
あ
ろ
。

穴
且
隔
日
。
出
向
枇
に
夏
越
の
献
hr.行
ふ
。

六
月
中
。
土
用
中
結
寺
貸
物
の
虫
干
を
な
す
。
土
朋

後
か
ら
初
秋
に
か
け
て
、
修
験
等
M

摘
彦
怠
と
糾
す
る

辺
賢
錦
を
行
ふ
。

七
且
勝
目
。
町
分
以
上
朔
患
の
帝
城
を
行
ふ
。
知
行

取
の
士
家
で
は
牢
納
の
朔
日
と
い
ひ
、
こ
の
日
以
後

牧
納
米
の
字
額
ま
で
を
民
銚
ふ
こ
と
を
得
、
米
仲
山
H

は
牢
納
の
相
場
世
定
め
る
。

七
月
七
日
。
七
夕
の
佳
節
で
足
祭
を
行
ふ
。
攻
四
本

願
寺
別
院
に
お
花
揃
、
大
衆
寺
に
虫
干
が
あ
る
。

七
且
九
日
。
四
法
六
千
日
と
都
し
、
税
宵
院
に
脳
幹

の
祭
が
あ
る
。

七
且
十
三
日
。
今
夕
魂
迎
を
行
ふ
。

七
且
十
四
日
。
孟
間
金
の
初
日
で
あ
る
。
今
日
か
ら

圃


